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子育てサロン
１日（火）・８日（火）・15日（火）・22日（火）・

29日（火）　10：00～15：00

対象：２カ月以上児

定員：午前午後各10組程度

※来館前にお電話をお願いします

ひだまりの会  ※要予約
10日（木）・17日（木）・12月１日（木）・

８日（木）10：00 ～ 11：30

対象：６カ月以上児 

場所：千代田町保健センター

※予約は15日前～３日前まで

ひだまりふら～っとＤａｙ
24日（木）10：00 ～ 12：00

対象：どなたでも（未就学児）

場所：千代田町保健センター

定員：20組程度

※来館前にお電話をお願いします

妊産婦サロン＆あかちゃん広場
※要予約
７日（月）13：15 ～ 13：30
対象：妊産婦および１歳未満児
場所：神埼町保健センター

ことばの相談  ※要予約
８日（火）13：45 ～ 17：00
対象：１歳～就学前児
場所：神埼町保健センター

乳幼児相談  ※要予約
９日（水）※当日まで予約可能
10：00 ～ 11：30、
13：00 ～ 14：00
対象：０歳～就学前児
場所：神埼町保健センター

１歳６カ月児健診
18日（金）12：40 ～ 13：30
対象：令和３年３月生まれ
場所：神埼町保健センター

３歳児健診
22日（火）12：40 ～ 13：30

対象：平成31年２月生まれ

場所：神埼町保健センター

３～４カ月児健診
30日（水）12：40 ～ 13：30

対象：令和４年７月生まれ

場所：神埼町保健センター

妊産婦サロン＆
あかちゃん広場 
※要予約
５日（月）13：15 ～ 13：30

対象：妊産婦および１歳未満児

場所：神埼町保健センター

すこやか子育て相談室  
※要予約
９日（金）13：30 ～ 16：30

対象：妊産婦および０歳～就学前児

場所：神埼町保健センター

12月

♦子育て支援センター　☎44-4908 ◎こどもの健康　（健康増進課　母子保健係）☎51-1234

※新型コロナウイルス感染症の発生状況等によりカレンダーの内容等を変更・中止する場合があります。問
い合わせ先（☎）やホームページにてご確認ください。

SUN 日 MON 月 TUE 火 WED 水 THU 木 FRI 金 SAT 土
　 １

♦子育てサロン(→P23)

２ ３　文化の日 ４

★くらしの相談〈神埼〉

５
脊振森林の里
文化フェスティバル

（６日まで）

６ ７

◎妊産婦サロン＆あかちゃん広場

８

★行政・人権相談〈千代田〉

♦子育てサロン(→P23)

◎ことばの相談

９

◎乳幼児相談

10

♦ひだまりの会(→P23)

11

★くらしの相談〈千代田〉

★行政・人権相談〈脊振〉

12

13 14 15
九年庵秋の一般公開

（23日まで）

♦子育てサロン(→P23)

16 17

★弁護士無料相談

★司法書士無料相談

♦ひだまりの会(→P23)

18

★もの忘れ相談

◎１歳６カ月児健診

19

20 21

★行政・人権相談〈神埼〉

★こころの健康相談

22

♦子育てサロン(→P23)

◎３歳児健診

23　勤労感謝の日

吉田絃二郎生誕祭

24

♦ひだまりふら～っとDay

　（→P23）

25 26
第16回元気かんざき
市民交流祭

27 28 29

♦子育てサロン(→P23)

30

◎３～４カ月児健診

い
じ
め

い
じ
め

い
じ
め

生
活

生
活

生
活

消
費

消
費

消
費

消
費
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くらしの相談
４日（金）10：00 ～ 12：00
場所：市役所２階共用会議室　
総務課　秘書広報係　☎37-0088
11日（金）10：00 ～ 12：00
場所：千代田交流センター　
千代田支所　総合窓口課　☎44-2111

行政・人権相談
８日（火）13：00 ～ 16：00
場所：千代田交流センター
千代田支所 総合窓口課　☎44-2111
11日（金）９：00 ～ 12：00
場所：脊振交流センター
脊振支所　総合窓口課　☎59-2111
21日（月）13：00 ～ 16：00
場所：市役所３階共用会議室
総務課 秘書広報係　☎37-0088

司法書士無料相談 ※要予約（定員４人）
17日（木）10：00 ～ 12：00（１人30分）
場所：市役所３階共用会議室
※受付締切11月14日（月）
総務課　秘書広報係　☎37-0088

家庭児童・母子父子自立支援・DV相談
毎週月～金曜日　※祝日を除く
9：00 ～ 12：00、13：00 ～ 16：00
場所：市役所　福祉課
福祉課　社会福祉係　☎37-0110

もの忘れ相談 ※要予約（定員３人）
18日（金）千代田交流センター
15：00～17：00　（１人40分）
※受付締切は当日の11：00
高齢障がい課（おたっしゃ本舗神埼）
☎37-0111
※すでに専門医を受診済みの人や認
　知症等で治療中の人は除く

いじめ・体罰・悩み等電話相談
毎週月・木曜日　※祝日を除く
8：30 ～ 17：15　 
☎52-5622（相談専用電話）

いじめ・体罰・悩み等相談窓口
毎週月～金曜日　※祝日を除く
8：30 ～ 17：15　
場所：市役所　学校教育課
学校教育課　教育指導係
☎37-3592

生活や仕事の悩みに関する相談 
※要予約
10：00 ～ 12：00　 
 ２日（水）市役所　福祉課
 ９日（水）脊振交流センター
16日（水）千代田交流センター　
神埼市生活自立支援センター
☎97-6730

2022／令和４年

11月

✚休日在宅当番医
診療時間：9：00～17：00

11/ ３
・中尾胃腸科医院（外・整外・胃・内）
　☎52-3295
・山田こどもクリニック（小）
　☎55-6566

11/ ６
・おおつぼ内科医院（内）
　☎52-3130
・神埼病院（外・整外・胃）
　☎52-3145

11/13
・栗並医院（内）
　☎52-2977
・福嶋内科医院（内・小）
　☎44-2141

11/20
・目達原整形外科（整外）
　☎52-3717
・橋本病院
　（外・内・胃・整外）
　☎52-2022

11/23
・なかしま整形外科クリニック（整外）
　☎51-1430
・しらいし内科（内・循）
　☎52-3848

11/27
・くらとみ眼科医院（眼）
　☎52-8841
・南医院（外・胃・整外）
　☎44-2777

12/ ４
・ごんどう耳鼻咽喉科
　（耳・アレ）
　☎55-7001
・久和会　和田医院（内・小・胃）
　☎52-2021

✚休日歯科診療
神埼地区歯科医師会も輪番制で
担当しています。
9：30 ～ 16：00
佐賀市水ケ江一丁目12番11号

（佐賀市医師会立看護専門学校ビ
ル内）

●問 佐賀市休日歯科診療所
☎24-1426

い
じ
め

生
活

★各種相談
弁護士無料相談 ※要予約（定員６人）
17日（木）13：30 ～ 16：30

（１人30分）
場所：脊振町高齢者生活福祉センター
※受付締切11月15日（火）
神埼市社会福祉協議会　脊振支所
☎59-2227

こころの健康相談 ※要予約（定員２人）
21日（月）13：30～、14：30～　

（１人50分）
場所：市役所１階相談室
健康増進課　健康増進係
☎51-1234

消費生活相談
毎週火・金曜日　※祝日を除く
9：00～15：00　　
場所：市役所２階会議室１
商工観光課　☎37-0107
※佐賀県消費生活センターは毎日受付
9：00～17：00　☎24-0999

妊娠・出産・子育てに関する相談
毎週月～金曜日　※祝日を除く
9：00～12：00、13：00～16：00
場所：市役所　健康増進課
子育て世代包括支援センター

（健康増進課内）☎51-1234

消
費

SUN 日 MON 月 TUE 火 WED 水 THU 木 FRI 金 SAT 土
　 １

♦子育てサロン(→P23)

２ ３　文化の日 ４

★くらしの相談〈神埼〉

５
脊振森林の里
文化フェスティバル

（６日まで）

６ ７

◎妊産婦サロン＆あかちゃん広場

８

★行政・人権相談〈千代田〉

♦子育てサロン(→P23)

◎ことばの相談

９

◎乳幼児相談

10

♦ひだまりの会(→P23)

11

★くらしの相談〈千代田〉

★行政・人権相談〈脊振〉

12

13 14 15
九年庵秋の一般公開

（23日まで）

♦子育てサロン(→P23)

16 17

★弁護士無料相談

★司法書士無料相談

♦ひだまりの会(→P23)

18

★もの忘れ相談

◎１歳６カ月児健診

19

20 21

★行政・人権相談〈神埼〉

★こころの健康相談

22

♦子育てサロン(→P23)

◎３歳児健診

23　勤労感謝の日

吉田絃二郎生誕祭

24

♦ひだまりふら～っとDay

　（→P23）

25 26
第16回元気かんざき
市民交流祭

27 28 29

♦子育てサロン(→P23)

30

◎３～４カ月児健診

い
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め
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め
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め
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各課からのお知らせ

　
　吉
田
絃
二
郎
作
品　

読
書
感
想
文
・
感
想
画
の
最
優
秀
作
品
決
ま
る

◎
問
い
合
わ
せ　

中
央
公
民
館　

☎
５
３
‐
２
３
２
５

　

吉
田
絃
二
郎
顕
彰
会
で
は
、
神

埼
市
出
身
の
日
本
近
代
文
学
の
代

表
的
作
家
「
吉
田
絃
二
郎
」
作
品

の
読
書
感
想
文
・
感
想
画
を
市
内

の
小
中
学
校
で
募
集
し
ま
し
た
。

　

最
優
秀
賞
受
賞
者
は
、
次
の
と

お
り
で
す
（
敬
称
略
）。

○
感
想
文　

　

応
募
者
数　

53
人

　
【
最
優
秀
賞
】
４
点

・
藤
戸 

音
羽

�

（
神
埼
小
学
校
６
年
）

　
「
梟
ふ
く
ろ
う

と
幸
吉
」

・
菱
岡 

功
一

�

（
西
郷
小
学
校
６
年
）

　
「
イ
ワ
ン
の
嘆
き
」

・
緒
方 

心
羽

�

（
仁
比
山
小
学
校
６
年
）

　
「
梟
と
幸
吉
」

・
原
口 

奈
々

�

（
千
代
田
東
部
小
学
校
６
年
）

　
「
伐
り
倒
さ
れ
た
木
」

○
感
想
画　

　

応
募
者
数　

１
，０
８
６
人

　
【
最
優
秀
賞
】
８
点

・
安
武 

遼

�

（
神
埼
小
学
校
６
年
）

　
「
伐
り
倒
さ
れ
た
木
」

 

・
松
本 

幸
志
郎

�

（
西
郷
小
学
校
４
年
）

　
「
う
ぐ
い
す
と
め
じ
ろ
」

・
橋
本 

歩
実

�

（
仁
比
山
小
学
校
５
年
）

　
「
梟
と
幸
吉
」

・
白
濱 

優
来

�

（
千
代
田
東
部
小
学
校
５
年
）

　
「
天
ま
で
と
ど
け
」

・
舩
津 

亨
至

�
（
千
代
田
中
部
小
学
校
４
年
）

　
「
正
直
な
和
尚
さ
ま
」

・
小
野 

莉
央

�

（
千
代
田
西
部
小
学
校
４
年
）

　
「
正
直
な
和
尚
さ
ま
」　

・
伊
東 

蘭
真

�

（
脊
振
小
学
校
５
年
）

　
「
天
ま
で
と
ど
け
」

・
津
留
㟢 

朱
桃

�

（
千
代
田
中
学
校
１
年
）

　
「
名
工
柿
右
衛
門
の
村
を
訪
う
」

吉
田
絃
二
郎
生
誕
１
３
７
年
祭

　

吉
田
絃
二
郎
顕
彰
会
主
催
に
よ

る
「
吉
田
絃
二
郎
生
誕
１
３
７
年

祭
」
が
行
わ
れ
ま
す
。

○
と
き

　

11
月
23
日
（
水
・
祝
）

　

９
時
30
分
～
（
９
時
開
場
）

○
と
こ
ろ

　

神
埼
市
中
央
公
民
館

○
主
な
内
容

　

読
書
感
想
文
・
感
想
画
の
表
彰
、

西
郷
小
学
校
３
年
生
に
よ
る
発
表

な
ど

※
感
想
文
お
よ
び
感
想
画
の
最
優
秀

作
品
・
優
秀
作
品
は
、
神
埼
情
報

館
「
吉
田
絃
二
郎
展
」
で
展
示
し

て
い
ま
す
。

　

展
示
期
間
は
、
11
月
１
日
か
ら
11

月
24
日
ま
で
で
す
。
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明治安田生命保険相互会社から子育て支援に寄付
◎問い合わせ　福祉課　子育て支援係　☎37-0110

　９月29日、明治安田生命保険相互会社（中田智章佐賀支社長）から、昨年度

に引き続き、子育て支援への活用を目的とした寄付金をいただきました。

　寄付は、地域住民の暮らし・健康を豊かにするための全国的な取り組みである

「私の地元応援募金」による地域貢献活動の一環として実施されています。

　八谷市民福祉部理事は、「神埼市の子育て支援にありがたく活用させていただ

きます」とお礼を述べました。

青
少
年
育
成
だ
よ
り

◎
問
い
合
わ
せ　

神
埼
市
青
少
年
育
成
市
民
会
議　

☎
３
７
‐
３
５
９
３

地
域
の
子
ど
も
は
地
域
で
守
り
、
育
て
ま
し
ょ
う

～
令
和
４
年
度
神
埼
市
地
区
懇
談
会
報
告
～

　

神
埼
市
青
少
年
育
成
市
民
会
議
で

は
、
７
月
５
日
～
７
日
に
地
区
懇
談

会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

昨
年
度
に
引
き
続
き
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
観

点
か
ら
、
出
席
者
数
を
各
地
区
20
人

以
内
と
制
限
し
、
大
人
の
み
の
参
加

と
な
り
ま
し
た
。
今
回
は
、
１
２
３

地
区
中
、
38
地
区
の
実
施
に
と
ど
ま

り
ま
し
た
。

　

実
施
し
た
地
区
の
中
に
は
、
事
前

に
打
ち
合
わ
せ
を
し
た
り
、
あ
ら
か

じ
め
子
ど
も
た
ち
の
意
見
を
聞
い
た

り
す
る
な
ど
、
活
発
に
話
し
合
い
が

で
き
る
よ
う
工
夫
さ
れ
て
い
る
と
こ

ろ
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
参
加
者

全
員
が
発
言
で
き
る
よ
う
な
雰
囲
気

づ
く
り
に
も
配
慮
さ
れ
て
い
ま
し

た
。

懇
談
会
の
中
で
出
た
意
見
の
紹
介

【
あ
い
さ
つ
な
ど
】

・
子
ど
も
た
ち
か
ら
の
あ
い
さ
つ
が

積
極
的
で
よ
く
で
き
て
い
る
。
特

に
、
中
学
生
が
自
発
的
に
あ
い
さ

つ
を
し
て
く
れ
る
の
で
嬉
し
い
。

・
コ
ロ
ナ
で
地
区
の
行
事
は
中
止
に

な
っ
た
が
、
登
校
中
の
生
徒
は
近

所
の
人
に
あ
い
さ
つ
を
よ
く
し
て

い
た
。

・
子
ど
も
か
ら
大
人
へ
、
大
人
か
ら

子
ど
も
へ
、
双
方
間
の
声
か
け
は

よ
く
行
っ
て
い
る
。
今
後
も
続
け

て
い
き
た
い
。

・
家
庭
の
中
で
は
朝
起
き
た
ら
「
お

は
よ
う
」
と
言
う
よ
う
に
し
て
い

る
。
家
庭
の
き
ま
り
ご
と
は
親
と

子
が
話
し
合
っ
て
決
め
る
こ
と
が

大
切
。

・
見
守
り
隊
の
み
な
さ
ん
に
感
謝
し

て
い
る
。

【
交
通
安
全
・
地
区
の
安
全
】

・
夏
休
み
前
に
子
ど
も
た
ち
が
遊

ぶ
場
所
に
危
険
が
な
い
か
確
認
す

る
。

・
防
犯
ベ
ル
の
電
池
の
チ
ェ
ッ
ク
を

学
校
・
家
庭
で
実
施
す
る
。

・
子
ど
も
は
交
通
ル
ー
ル
を
守
っ
て

い
る
。
上
級
生
が
下
級
生
の
歩
幅

に
合
わ
せ
て
歩
い
て
面
倒
を
よ
く

見
て
い
る
。

・
道
路
に
減
速
表
示
が
な
い
の
で
ス

青少年育成だより・行政トピックス

ピ
ー
ド
を
出
し
て
い
る
車
が
多
い

の
で
危
険
。

・
横
断
歩
道
や
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
、

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
が
必
要
な
箇
所
が

あ
る
。

・
信
号
の
な
い
横
断
歩
道
を
渡
る
際

は
、
車
が
気
づ
き
や
す
い
よ
う
に

手
を
挙
げ
さ
せ
た
い
。

・
踏
切
手
前
の
横
断
歩
道
は
車
も
自

転
車
も
多
く
危
な
い
。

・
サ
ル
、
イ
ノ
シ
シ
が
出
て
子
ど
も

た
ち
が
怖
が
り
、
外
に
出
る
こ
と

が
で
き
な
い
で
い
る
。
親
が
登
下

校
時
に
見
守
っ
て
い
る
が
怖
い
。

・
子
ど
も
た
ち
を
普
段
か
ら
見
守
っ

て
く
だ
さ
る
地
域
の
方
が
登
下
校

の
様
子
な
ど
気
に
か
け
て
い
た
だ

い
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
て
と
て

も
よ
か
っ
た
。

【
コ
ロ
ナ
関
連
】

・
地
区
の
行
事
が
で
き
な
い
が
家
庭

や
学
校
で
は
元
気
に
過
ご
し
て
い

る
。

・
今
後
ど
の
よ
う
に
ふ
れ
合
う
機
会

を
作
る
か
が
課
題
。

【
ゲ
ー
ム
・
ス
マ
ホ
】

・
毎
週
月
曜
日
、
家
庭
内
の
「
ノ
ー

テ
レ
ビ
、
ノ
ー
ゲ
ー
ム
、
ノ
ー
ス

マ
ホ
」
デ
ー
を
実
施
し
て
い
る
。

そ
の
分
、
家
族
の
会
話
が
増
え
た

し
読
書
量
も
増
え
た
。

・
ス
マ
ホ
等
の
使
い
方
、
家
庭
内
で

も
よ
く
話
し
合
っ
て
ル
ー
ル
を
守

ら
せ
る
。

・
Ｓ
Ｎ
Ｓ
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
心
配

し
て
い
る
。

・
各
々
の
家
で
ゲ
ー
ム
で
つ
な
が
っ

て
遊
ん
で
い
る
の
で
、
子
や
孫
の

友
達
と
の
接
点
が
少
な
く
な
っ

た
。

【
四
か
条
の
誓
い
】

・
大
人
も
守
れ
て
い
な
い
事
項
が
あ

る
。
ま
ず
大
人
が
反
省
す
べ
き
。

・
学
校
ま
で
の
道
の
り
が
遠
く
、
酷

暑
の
中
、
一
年
生
が
歩
く
の
は
厳

し
い
。
上
級
生
が
一
年
生
の
道
具

を
自
主
的
に
持
っ
て
く
れ
て
、
と

て
も
感
謝
し
て
い
る
。

・
送
り
迎
え
を
し
て
く
れ
る
祖
父
母

に
対
し
て
、「
あ
り
が
と
う
」
の

言
葉
を
自
然
に
言
っ
て
い
る
。

・
学
校
で
は
意
識
し
て
指
導
さ
れ
て

い
る
と
聞
く
が
、
保
護
者
や
地
域

で
は
あ
ま
り
意
識
し
て
い
な
い
現

状
が
あ
る
。
も
っ
と
分
か
り
や
す

く
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。

【
そ
の
他
】

・
家
庭
で
ご
み
分
別
の
仕
方
を
教
え

て
い
る
。

・
地
区
の
子
ど
も
た
ち
が
互
い
に
助

け
合
っ
て
い
る
姿
が
見
ら
れ
た
。

◇

　

地
区
の
役
員
の
皆
さ
ん
、
班
長
と

し
て
出
席
さ
れ
た
理
事
の
皆
さ
ん
、

各
小
・
中
学
校
の
先
生
方
、
ご
協
力

い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
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第
２
次
神
埼
市
総
合
計
画
で

は
、
市
民
と
行
政
の
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
る
男
女
共
同
参
画

の
基
本
施
策
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

　

取
り
組
み
と
し
て
、
令
和
２
年

３
月
に
第
３
次
神
埼
市
男
女
共
同

参
画
基
本
計
画
・
Ｄ
Ｖ
被
害
者
支

援
基
本
計
画
・
女
性
の
活
躍
推
進

計
画
が
策
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
Ｄ
Ｖ
被
害
者
支
援
基
本

計
画
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

□
人
権
の
擁
護
と
男
女
平
等
の
実

現
、
男
女
間
の
あ
ら
ゆ
る
暴
力

を
排
除
し
、安
全
･
安
心
に
暮
ら

す
こ
と
が
で
き
る
社
会
づ
く
り

１
啓
発
・
教
育
に
よ
る
暴
力
を
許

さ
な
い
社
会
づ
く
り

・
市
民
へ
の
広
報
･
啓
発
の
実
施

・
若
い
世
代
へ
の
Ｄ
Ｖ
防
止
教
育

の
推
進
等

２
Ｄ
Ｖ
被
害
の
通
報
及
び
被
害
者

の
相
談
体
制
づ
く
り

・
Ｄ
Ｖ
被
害
の
早
期
発
見
･
通
報

体
制
の
整
備
・
拡
充

・
相
談
体
制
の
整
備
･
連
携　

３
保
護
･
自
立
に
お
け
る
支
援
体

制
づ
く
り

女性のための相談室

研修会開催のお知らせ

　家庭内の心配ごと、夫や恋人からの暴力など、さまざまな悩みや疑問について、お気軽にご相談ください。
秘密は厳守します。相談は無料です。
○とき　11月16日（水）　13時30分～ 16時30分
○ところ　神埼市中央公民館　第３研修室
◎問い合わせ
・神埼市男女共同参画推進ネットワーク　代表　佐藤　☎44-2925
・総務課　秘書広報係　☎37-0088

　新型コロナウイルス感染症予防のため、県外への視察研修を中止し「防災時における男女共同参画社会」
をテーマとし「防災危機管理課による防災出前講座」および「佐賀にわか」を開催します。
○と　き　11月26日(土)　13時～ 15時 ○ところ　神埼市中央公民館　第１研修室
○内　容　・防災危機管理課による防災出前講座「私たちが出来ることは！」
　　　　　・佐賀にわか「はよう、ちん逃げんば！」
○対　象　どなたでも ※予約不要 ○参加費　無料
※発熱や風邪症状がある人はご来場をお控えください。ご来場時は、マスクの着用・検温・手指消毒のご協

力をお願いします。
※新型コロナウイルス感染症の拡大や悪天候等で開催を急遽中止することがあります。

◎問い合わせ　神埼市男女共同参画推進ネットワーク　代表　佐藤　☎44-2925

・
被
害
者
の
保
護
と
安
全
な
避
難

の
た
め
の
関
係
機
関
の
連
携
強

化
・
生
活
再
建
へ
向
け
た
支
援
の
実

施
４
被
害
者
の
安
全
･
安
心
に
配
慮

し
た
支
援
体
制
づ
く
り

・
被
害
者
支
援
体
制
の
整
備
推
進

・
二
次
被
害
を
起
こ
さ
な
い
支
援

体
制
の
強
化

・
他
の
市
町
村
･
関
係
機
関
と
の

連
携
の
強
化

・
警
察
へ
の
通
報
体
制
の
整
備
と

情
報
管
理
体
制
整
備

・
被
害
者
に
同
伴
す
る
子
ど
も
へ

の
支
援
体
制
の
整
備

　

今
後
は
、
男
女
共
同
参
画
審
議

会
で
も
計
画
の
達
成
状
況
を
確
認

し
推
進
に
向
け
た
意
見
交
換
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

進
め
よ
う
！
男
女
共
同
参
画

〜
男
女
共
同
参
画
推
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
よ
り
〜

進
め
よ
う
！
男
女
共
同
参
画

〜
男
女
共
同
参
画
推
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
よ
り
〜

言
葉
の
知
識

Ｄ
Ｖ
（
ド
メ
ス
テ
イ
ッ
ク
・
バ

イ
オ
レ
ン
ス
）
防
止
法

　

配
偶
者
か
ら
の
暴
力
の
防
止

お
よ
び
被
害
者
の
保
護
に
関
す

る
法
律
で
す
。

　

配
偶
者
な
ど
か
ら
の
暴
力
に

対
す
る
通
報
、
相
談
、
保
護
、

自
立
支
援
等
の
体
制
を
整
備
す

る
こ
と
で
、
配
偶
者
な
ど
か
ら

の
暴
力
の
防
止
お
よ
び
被
害
者

の
保
護
を
図
る
た
め
の
法
律
で

す
。

11月14日は「ありがとうデー」
伝えよう　感謝の気持ちを

　神埼市男女共同参画推進ネットワークでは、男性も女性も
お互いに認め合い、協働で明るい社会を築いていくことを目
指しています。
　今年は感謝の気持ちを伝える一言メッセージの募集はあり
ませんが、11月14日を「ありがとうデー」とし家庭や職場、
地域の中で日頃の ｢ありがとうの心｣ を伝えましょう。


